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情報

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
伝
灯
奉
告
法
要
「
第
25
代
専
如
門
主
が
、
宗

祖
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
『
浄
土
真
宗
の
み
教
え
』（
法
灯
）
を
継

承
さ
れ
た
こ
と
を
阿
弥
陀
如
来
と
親
鸞
聖
人
の
御
前
に
奉
告
す
る
と
と
も
に
、

ま
た
こ
の
法
要
を
機
縁
と
し
て
、
お
念
仏
の
み
教
え
が
広
く
伝
わ
る
こ
と
を
願

い
、
宗
門
内
外
に
よ
び
か
け
る
」
が
、
10
期
80
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
５
月

31
日
に
ご
満
座
（
最
終
）
の
法
要
が
勤
修
さ
れ
、
円
成
と
な
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
編
集
委
員
）

　

昨
年
10
月
１
日
、
２
５
０
０
人
の
参

拝
者
の
中
、伝
灯
奉
告
法
要
が
始
ま
り
、

５
月
31
日
に
ご
満
座
を
迎
え
た
。

　

10
期
80
日
間
（
１
日
１
座
）
の
法
要

総
参
拝
者
数
は
延
べ
15
万
４
０
１
５
人

で
あ
っ
た
。
参
拝
者
数
の
詳
細
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　

・
団
体
参
拝
者
数

　
　
　

12
万
９
３
７
９
人

　

・
一
般
参
拝
者
数

　
　
　

１
万
２
０
１
６
人

　

・
来
賓
・
特
別
案
内
者

　
　
　

１
４
５
２
人

　

・
寺
院
役
職
者
席
参
拝

　
　
　

１
９
４
６
人

　

・
寺
院
子
弟
参
拝

　
　
　

１
２
２
４
人

　

・
法
要
出
勤
者

　
　
　

７
９
９
８
人

　

備
後
教
区
内
か
ら
は
39
団
体
、

２
８
１
２
人
が
参
拝
し
た
。（
詳
細
は

別
表
）

　

ま
た
、
法
要
を
縁
と
し
て
、
本
願
寺

へ
の
参
拝
者
数
は
延
べ
45
万
４
９
９
６

人
を
数
え
た
。
今
回
の
法
要
で
は
、
記

念
参
拝
式
、
初
参
式
、
梵
鐘
体
験
等
、

協
賛
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。「
西
本
願

寺
花
灯
明
～
夜
の
参
拝
・
特
別
拝
観
」

で
は
、
第
８
期
（
４
月
25
日
～
５
月
２

日
）
か
ら
第
10
期
（
５
月
24
日
～
31
日
）

80
日
間
の
伝
灯
奉
告
法
要
が
円
成

ま
で
の
24
日
間
行
わ
れ
た
。
関
西
の
テ

レ
ビ
番
組
や
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
24
日

間
で
４
万
６
１
３
１
人
が
訪
れ
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
も
、「
仕
事
終
わ
り
に
西
本
願

寺
に
行
っ
て
み
た
」「
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
な
ど
の
投
稿
が
見
ら
れ
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ご
満
座
の
法
要
後
に
は
、
ご
門
主
が

「
伝
灯
奉
告
法
要
御
満
座
の
消
息
」
を

発
布
さ
れ
た
。「
ご
消
息
」
で
は
、
法

要
円
成
の
感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
、
熊

本
地
震
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
哀
悼
と

見
舞
い
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
、
法
要
初
日
に
出
さ
れ
た
ご
親
教

「
念
仏
者
の
生
き
方
」
に
詳
し
く
お
示

し
く
だ
さ
っ
て
い
る
親
鸞
聖
人
の
お
心

に
か
な
っ
た
念
仏
者
と
し
て
の
歩
み
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

▲ 5 月 14 日に開催された「初参式」

　
　

教
区
会
議
長　
　

常
光　

和
信

　

昨
年
よ
り
厳
修
さ
れ
ま
し
た
第
25
代

専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
が
、
５
月
31

日
に
御
満
座
を
迎
え
、
法
要
に
続
き
ご

消
息
発
布
式
・
伝
灯
の
つ
ど
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
６
月
１
日
に
は
法
要
終
了

式
・
高
札
降
礼
式
・
感
謝
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
区
会
議
長
は
お

参
り
の
こ
と
と
の
ご
案
内
で
、
両
日
お

参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

30
数
年
前
、
寺
に
帰
っ
て
間
も
な
く

前
門
様
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
参
り
を

し
、
こ
の
た
び
の
ご
法
要
と
二
代
に
わ

た
っ
て
の
ご
縁
に
恵
ま
れ
、
深
い
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
る
２
０
２
３
年
に
宗
祖
ご
誕
生

８
５
０
年
、
翌
年
に
は
立
教
開
宗

８
０
０
年
の
記
念
す
べ
き
慶
讃
の
法
要

を
お
迎
え
す
る
。
こ
の
法
要
に
向
け
て

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
真
実
信
心
を
い

た
だ
き
、
お
慈
悲
の
有
り
難
さ
尊
さ
を

人
々
に
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
、
自
他
と
も
に
心
安
ら
ぐ
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
お
示
し
く

だ
さ
っ
た
。
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仏
教
婦
人
会
連
盟
委
員
長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
丸　

こ
ず
え

　

今
回
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
、
私
は
２

回
参
拝
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年

10
月
の
世
羅
組
団
体
参
拝
と
、
４
月
４

日
の
仏
教
婦
人
会
団
体
参
拝
で
す
。

　

仏
教
婦
人
会
で
は
、
翌
日
に
行
わ
れ

る
総
連
盟
総
会
参
加
者
（
備
後
教
区
か

ら
は
29
人
）
が
参
拝
し
ま
し
た
。「
奉

　

組
長
会
代
表　
　
　

小
島　

照
行

　

伝
灯
奉
告
法
要
も
無
事
円
成
し
、
教

区
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
、
受

け
継
ぐ
よ
ろ
こ
び
を
共
に
分
か
ち
合
う

ご
勝
縁
に
遇
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
要
を
通
し
て
、
ご
門
主
様

は
「
念
仏
者
の
生
き
方
」
を
お
示
し
に

な
り
、
こ
れ
か
ら
の
宗
門
の
歩
む
道
を

讃
伝
灯
作
法
」
に
よ
る
法
要
は
、
厳
か

な
中
に
も
の
び
や
か
で
、
私
の
中
に
染

み
入
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
伝
灯
の

つ
ど
い
で
は
、
大
谷
宗
家
の
和
や
か
な

様
子
や
、
敬
さ
ま
の
手
話
を
交
え
た
挨

拶
に
思
わ
ず
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。
温

か
い
気
持
ち
で
阿
弥
陀
堂
を
出
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
総
会
後
に
は
、

北
境
内
地
の
お
店
で
買
い
物

し
た
り
、
本
願
寺
お
て
ら
カ

フ
ェ
＆
マ
ル
シ
ェ
に
行
っ
た

り
、
い
つ
も
と
違
う
本
願
寺

こ
の
た
び
の
、
ご
消
息
で
ご
門
主
様
は

10
年
間
に
わ
た
る
「
宗
門
総
合
振
興

計
画
」
の
取
り
組
み
の
中
で
、
来
る

２
０
２
３
年
に
は
宗
祖
ご
誕
生
８
５
０

年
、
翌
年
に
は
立
教
開
宗
８
０
０
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
お
迎
え
し
ま

す
。
そ
の
慶
讃
の
ご
法
要
に
向
け
た
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
お
い
て
、
私
た
ち
ひ

と
り
一
人
が
真
実
信
心
を
い
た
だ
き
、

お
慈
悲
の
有
り
難
さ
を
人
々
に
正
し
く

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
念
仏
者
の

生
き
方
を
目
指
し
、
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
お
示
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
私
ど
も

も
い
よ
い
よ
真
実
お
念
仏
の
み
教
え
に

生
か
さ
れ
、
み
教
え
を
ひ
ろ
め
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

心
に
念
じ
ま
し
た
。

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
要
を

契
機
と
し
て
、
ご
門
主
様
の
お
心
を
体

し
つ
つ
、
来
る
２
０
２
３
年
の
宗
祖
ご

誕
生
８
５
０
年
、
翌
年
の
立
教
開
宗

８
０
０
年
に
向
け
て
の
歩
み
を
確
か
な

も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
の
現

実
は
、
寺
院
を
支
え
て
い
る
基
盤
を
突

き
崩
し
、
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
み

教
え
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
事
を
困

難
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

組
長
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

対
し
て
、
教
化
の
最
前
線
を
担
う
組
長

間
の
連
携
を
密
に
し
て
、
教
区
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
組
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
明
ら
か
に
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

教
区
内
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ご
門
主
は
、
ご
親
教
の
中
で
、「
少
欲

知
足
」「
和
顔
愛
語
」
と
い
う
生
き
方

を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
そ

の
よ
う
な
生
き
方
を
志
し
、
聞
法
に
つ

と
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
ば

ら
し
い
ご
縁
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
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　▲福山駅にてアンケート調査

　▲福山市仏教会主催の「灌仏会」

　

４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
福
山

市
仏
教
会
主
催
の
「
灌
仏
会
」
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
仏
教
に

対
す
る
意
識
調
査
を
行
な
う
こ
と

で
、
教
化
活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
願
う
。

　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
編
集
委
員
）

　

去
る
平
成
29
年
４
月
８
日
、
福
山
市

仏
教
会
主
催
「
灌
仏
会
」
が
行
わ
れ
た
。

同
会
は
、
宗
旨
を
問
わ
ず
市
内
多
数
の

寺
院
が
所
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
毎
年

持
ち
回
り
で
担
当
宗
派
が
灌
仏
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
そ

の
任
を
受
け
、
青
年
僧
侶
を
中
心
に
、

福
山
駅
前
で
、
道
行
く
人
々
に
灌
仏
を

し
て
も
ら
っ
た
。

  

「
花
ま
つ
り
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
り
、
ま
た
、
甘
茶
を
振
る
舞
っ
た
り
、

甘
茶
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
お
土
産
に
手
渡

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
２
５
０
部
用
意

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
、
僅
か
１
時
間

で
完
配
。
賑
わ
い
の
内
に
終
え
た
。

　

さ
て
、
こ
の
機
会
を
借
り
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
憶
え
て
お

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？
数
年
前
、
筆
者
が

教
区
報
編
集
委
員
に
成
り
立
て
の
頃
、

単
独
で
や
は
り
同
駅
前
で
、「
花
ま
つ

り
」
に
関
す
る
調
査
を
行
い
記
事
を
掲

載
し
た
。

　

そ
の
時
は
、
予
想
を
裏
切
り
、
年
配

者
が
必
ず
し
も
良
く
ご
存
知
で
、
年
少

者
は
知
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
無
い

の
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
が
経
ち
、
10
年
、
い

や
５
年
ひ
と
昔
と
も
言
わ
れ
る
時
代
。

人
々
の
「
花
ま
つ
り
」
認
知
度
や
仏
教

へ
の
親
し
み
感
に
変
化
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
今
回
は
、「
灌
仏
会
」
に
足

を
止
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
答
え

頂
い
た
の
だ
が
、総
勢
41
人
。
決
し
て
、

満
足
出
来
る
調
査
数
で
は
な
い
が
、
駅

前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
10
代
の
学
生

か
ら
80
代
の
人
ま
で
、
幅
広
く
回
答
を

得
た
。
先
ず
、
今
回
の
質
問
を
順
列
し

て
み
よ
う
。

　

①
４
月
８
日
は
、
何
の
日
で
し
ょ
う
？

　

②
お
釈
迦
さ
ま
は
、
ど
こ
の
国
の
人
？

　

③
お
釈
迦
さ
ま
は
何
を
し
た
人
？

　

④
あ
な
た
の
「
家
」
の
宗
教
は
何
で

　
　

す
か
？

　

⑤
仏
教
と
答
え
た
人
は
、
お
宗
旨
は

　
　

何
で
す
か
？

　

⑥
宗
教
に
つ
い
て
、
あ
な
た
自
身
の

　
　

お
考
え
は
？

　

⑦
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
い
う

　
　

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
　

か
。

　

⑧
お
寺
・
お
坊
さ
ん
と
聞
い
て
、
あ

　
　

な
た
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
は
？

　

以
上
の
８
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果

を
そ
れ
ぞ
れ
、グ
ラ
フ
に
示
し
て
み
た
。

（
図
１
）

こ
こ
で
、⑦
の
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

の
言
葉
の
解
釈
に
は
、
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図１
　

・
我
こ
そ
が
一
番
え
ら
い

  
・
人
間
に
は
本
来
上
下
関
係
は
無

い 
 

　

・
お
釈
迦
さ
ま
の
大
事
な
お
言
葉  

　

・
天
に
も
地
に
も
自
分
と
い
う
、
存

　
　

在
は
一
つ

等
の
答
え
が
あ
っ
た
。　

ま
た
、
気
に

な
る
⑧
お
寺
・
お
坊
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

だ
が
…

　

・
優
し
い 

　

・
苦
し
み
を
救
う
人 

　

・
知
人
が
お
坊
さ
ん
だ
が
、
非
常
に

　
　

良
い
印
象  

　
・
介
護
職
だ
が
、介
護
の
現
場
に
も
っ

　
　

と
説
法
に
来
て
ほ
し
い 

　

・
気
軽
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人

 　

・
心
が
安
ら
ぐ
イ
メ
ー
ジ 

　

・
礼
儀
正
し
い  

　

・
憧
れ
た(

時
期
も
あ
っ
た)

　

・
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在 

　

・
良
い
行
な
い
を
し
、
そ
れ
を
勧
め

　
　

る
人  

　

・
尊
敬
に
値
す
る
人

　

等
の
答
え
が
あ
り
、
比
較
的
好
印
象

に
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
改
め
て
威
儀

を
正
す
心
持
ち
。
或
い
は
先
人
の
ご
足

跡
に
想
い
を
馳
せ
た
。

  

さ
て
、
数
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
。
先
述
の
通
り
、
標
本
調

査
と
し
て
は
、
十
分
な
数
で
は
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で

も
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
人
々
の

「
仏
教
」
に
関
す
る
理
解
、
関
心
が
薄

ま
っ
て
い
る
印
象
だ
っ
た
。
特
に
、
前

回
に
反
し
て
、
若
い
世
代
に
は
伝
え
き

れ
て
な
い
と
い
う
感
じ
を
受
け
た
。

 

ま
た
、
駅
前
を
往
き
交
う
人
々
の
中

に
は
、
少
な
か
ら
ず
外
国
の
人
が
見
受

け
ら
れ
、
立
ち
止
ま
っ
て
丁
寧
に
灌
仏

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
居
ら
れ
た
。
筆

者
は
、
時
々
法
話
の
中
で
、「
福
山
に

も
間
も
無
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
寺
院

(

モ
ス
ク)

が
建
つ
で
し
ょ
う
。」
と
い

う
話
を
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
決
し

て
非
現
実
的
な
話
で
は
な
い
こ
と
を
つ

く
づ
く
思
わ
さ
れ
た
。
お
寺
が
次
々
と

無
く
な
っ
て
行
く
時
代
。
日
本
人
が
居

な
く
っ
て
行
く
時
代
。
私
た
ち
は
、
次

の
世
代
に
何
を
遺
し
、
何
を
伝
え
て
行

く
べ
き
な
の
か
？
あ
ら
た
め
て
、
わ
が

胸
に
問
い
た
い
。
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協
議
事
項
を
承
認

　

６
月
22
日
、
島
根
県
松
江
市
山
陰
教

区
教
務
所
に
て
、
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

仏
教
青
年
連
盟
連
絡
協
議
会
が
開
か
れ

た
。
昨
年
の
仏
青
50
周
年
記
念
大
会
IN

京
都
西
本
願
寺
〝
弾
丸
ラ
イ
ナ
ー
ツ

ア
ー
〟 

の
盛
況
も
記
憶
に
新
し
い
が
、

今
回
も
池
上
龍
之
介
中
央
委
員
、
櫛
田

数
人
備
後
連
盟
委
員
長
、
枝
広
慶
樹
指

導
員
、松
井
一
昭
指
導
員
が
参
加
し
た
。

今
回
の
主
要
な
議
題
は

　

①
連
区
研
修
会
開
催
の
予
定
。

　

②
次
期
中
央
委
員
選
出
。

　

③
来
年
度
開
催
の
〝
中
・
四
国
真
宗
青

年
の
つ
ど
い
〟
担
当
教
区
変
更
依
頼
。

の
３
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
今
年
度
は
、
山
陰
教
区
の
担
当

に
よ
り
10
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）

宍
道
湖
畔
に
て
、
開
催
が
決
定
し
た
。

　

次
に
次
期
中
央
委
員
選
出
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
、
特
に
長
年
連
区
中
央

委
員
の
任
を
担
っ
て
お
ら
れ
た
、
濱
本

安
芸
教
区
委
員
長
が
本
年
度
い
っ
ぱ
い

の
任
期
を
も
っ
て
次
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
担
当
四
州
教
区
よ

り
、「
現
在
仏
青
活
動
が
事
実
上
停
止

状
態
の
た
め
、
順
番
を
繰
り
上
げ
て
備

後
教
区
へ
〝
中
・
四
国
真
宗
青
年
の
つ

ど
い
〟
の
引
き
受
け
依
頼
」
を
受
け
、

こ
れ
を
快
諾
し
た
。

　

備
後
教
区
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

さ
て
、
周
知
の
と
お
りKIDS   

SANGH
A

か
ら
更
に
幅
を
広
げ
て
「
こ

ど
も
若
者
ご
縁
作
り
活
動
」・「
実
践
運

動
」
を
推
進
す
る
本
願
寺
教
団
だ
が
、

少
子
高
齢
化
の
中
、
難
航
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
一
方
で
、
若
年
層
へ

の
教
化
活
動
に
興
味
、
必
要
性
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
青
年
僧
侶
も
多
い
と
聞

く
。
こ
れ
を
受
け
、
新
体
制
の
仏
青
首

脳
陣
は
、

　

・
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ
う

　

・
す
ぐ
、
や
っ
て
み
よ
う

　

・
失
敗
し
て
も
良
い
か
ら
、
や
っ
て

　
　

み
よ
う

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
多
種
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
展
開
を
試
み
る
。
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は

　

①
他
教
区
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
協
力
。

　
　

10
月
７
日
・
８
日
、
山
陰
教
区
で

の
ブ
ロ
ッ
ク
真
宗
青
年
の
集
い
参
加　

　
　

(

20
人
予
定)

　

②
他
教
区
、
他
寺
院
と
の
情
報
、
ノ

　
　

ウ
ハ
ウ
の
共
有
。

　
　

お
寺
で
の
「
涙
活 

」
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　

( 

秋
頃
開
催
予
定 )

　

③
会
員
に
よ
る
「
清
掃
奉
仕
活
動
」

　
　

の
実
施
。（
写
真
）

　
　

毎
月
第
１
月
曜
日
午
前
６
時
30
〜

　
　

７
時

　
　

第
３
日
曜
日
午
後
６
時
～
７
時

　
　

共
に
福
山
駅
前
に
て
実
施
。

　
　
　
　
　
　

(

既
に
７
月
は
開
催
済)

　

④
自
教
区
仏
教
青
年
連
盟
再
建
。

　
　

10
月
15
日
に
備
後
仏
青
会
主
催
の

　
　

石
鎚
山
登
山
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

を
立
ち
上
げ
、
既
に
着
々
と
準
備

　
　

を
進
め
て
い
る
。

　

教
え
を
伝
え
る
た
め
に

　

櫛
田
数
人
備
後
委
員
長
は
、「
来
年

度
連
区
大
会
開
催
を
引
き
受
け
、
こ
れ

を
成
功
裡
に
終
え
る
た
め
に
は
、
我
々

委
員
だ
け
で
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。
今

こ
そ
、
寺
族
、
門
徒
の
垣
根
を
越
え
て
、

こ
れ
に
携
わ
っ
て
行
く
時
で
す
。是
非
、

青
年
僧
侶
の
方
々
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。」
と
、
コ
メ
ン
ト
。

ま
た
、
池
上
中
央
委
員
に
よ
る
と
、「
昨

年
の
〝
弾
丸
ラ
イ
ナ
ー
ツ
ア
ー
〟
の
参

加
者
が
全
国
断
ト
ツ
ト
ッ
プ
だ
っ
た
事

を
受
け
、
近
年
中
に
備
後
教
区
で
の
仏

教
青
年
連
盟
全
国
大
会
開
催
を
要
請
し

た
い
と
い
う
声
が
中
央
で
も
上
が
っ
て

　「まずやってみよう・すぐ
やってみよう・失敗しても良
いから、やってみよう」をス
ローガンに、新たな取り組み
をはじめた、備後教区仏教青
年会連盟（櫛田教人委員長）
の活動を取材した。（文責・
教区報編集委員）
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投
稿

　 

寄

　

数
年
来
、
休
会
し
て
い
た
世
羅
組
仏

教
壮
年
会
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に

全
国
仏
壮
連
盟
全
国
大
会
を
備
後
教
区

が
担
当
す
る
に
あ
た
り
、
会
長　

中
村

幸
雄
（
光
源
坊
門
徒
）・
副
会
長　

土

居
千
明
（
善
行
寺
門
徒
）・
監
事　

村

上
光
雄
（
光
永
寺
門
徒
）・
会
計　

豊

田
哲
夫
（
善
行
寺
門
徒
）
を
役
員
に
選

出
し
再
結
成
を
致
し
ま
し
た
。　

　

世
羅
組
で
は
仏
壮
を
組
織
し
て
い
る

寺
院
は
４
ヶ
寺
と
僅
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
図
る
た
め

に
、
６
月
27
日
に
広
島
市
内
へ
の
親
睦

旅
行
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
原
爆
ド
ー
ム
に
隣
接
す
る

高
松
秀
峰
西
向
寺
住
職
と
平
和
公
園
に

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
被

爆
当
時
の
お
話
を
聞
き
、
年
代
が
経
る

ご
と
に
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
身
近
に

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
仏
教
壮

年
会
大
会
が
備
後
教
区
が
引
き
受
け
と
な
っ

た
。
全
国
大
会
に
向
け
て
世
羅
組
で
は
、
運
営

が
難
し
く
な
っ
て
い
た
組
連
盟
を
新
た
に
結

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
を
寄

稿
い
た
だ
い
た
。

　
（
記
事
・
世
羅
組
善
行
寺
住
職　

真
澄
慎
一
）

感
じ
る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い

く
中
で
、
事
実
の
重
み
を
次
代
へ
伝
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。」
と
、
報
告
を
受
け
た
。

し
か
し
、
最
後
に
「
誰
の
た
め
の
仏
青

な
の
か
？
」
を
い
ま
一
度
問
い
た
い
。

か
つ
て
一
度
は
、
行
事
へ
の
参
加
協
力

ど
こ
ろ
か
、
返
信
す
ら
一
軒
の
お
寺
か

ら
も
無
く
、
事
実
上
の
壊
滅
崩
壊
を
見

た
備
後
仏
教
青
年
連
盟
。

　

お
寺
の
活
性
化
の
目
論
見
も
あ
る
。

青
少
年
教
化
の
必
要
性
も
正
論
だ
。
し

か
し
、
周
り
を
見
れ
ば
、
お
気
づ
き
だ

ろ
う
。
至
る
と
こ
ろ
に
、
た
っ
た
今
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
光
を
必
要
と
し
て
い
る

若
き
「
い
の
ち
」
が
在
る
事
を
。
自

坊
、
教
団
の
益
は
、
二
の
次
。
い
ま
な

お
、
聞
こ
え
て
く
る
「
機
」
の
悲
鳴
に

耳
を
傾
け
て
こ
そ
、「
御
同
行
、御
同
朋
」

で
は
、
な
い
だ
ろ
う
か
？

　　

　
　
　

　　

第２２回全国仏教壮年東北大会
　期日　９月２日
　会場　トークネットホール仙台
　「ともにいのち輝く朋友の笑顔」

仏教壮年ハンドブック

正
信
偈
の
解
説
、
お
釈
迦
さ

ま
・
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
、
作

法
の
基
本
や
家
庭
で
の
仏
事
な

ど
、
知
っ
て
お
き
た
い
事
柄
が

満
載
。

次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に

　▲西向寺住職と記念撮影
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お
念
仏
の
う
た
ご
え
を
！

　
【
寺
婦
】
４
月
21
日
、
寺
族
婦
人
会

連
盟
（
那
須
玲
子
委
員
長
）
で
は
、
寺

族
若
婦
人
を
対
象
と
し
た
「
若
婦
人
研

修
会
」
を
開
催
し
55
名
が
参
加
し
た
。

　

過
疎
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

　
【
実
践
運
動
】
５
月
１
日
、
実
践
運

動
及
び
事
業
推
進
委
員
会
の
総
会
・
全

体
会
を
併
催
し
、
前
年
度
の
点
検
総
括

と
、
本
年
度
教
区
事
業
に
つ
い
て
の
協

議
が
な
さ
れ
た
。

実
践
運
動
は
全
国
的
に
３
年
計
画
を
１

期
と
し
て
動
い
て
お
り
、
次
年
度
か
ら

新
た
な
実
践
計
画
の
も
と
運
動
が
推
進

さ
れ
て
い
く
。

　

午
後
の
研
修
で
は
、
坂
原
英
見
総
合

　

再
犯
防
止
法
へ
の
対
策

　
【
更
生
保
護
】
備
後
教
区
更
生
保
護

事
業
協
会　

総
会
・
研
修
会

６
月
13
日
、

備
後
教
堂
に

て
今
年
度
の

更
生
保
護
事

業
協
会
総
会
・

研
修
会
が
本

願
寺
備
後
教

堂
本
堂
に
て

開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
前

年
度
の
行
事

報
告
・
決
算

と
今
年
度
行

　
　
　

仏
事
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と

　
　
　
　
【
仏
壮
】
４
月
10
日
、
本
年

　
　
　
　

度
の
総
会
並
び
に
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
59
名
の
仏
壮
会
員
が
参
加

し
た
。
事
業
計
画
の
中
で
は
、
第
22
回

全
国
仏
壮
東
北
大
会
へ
の
団
参
（
９
月

１
日
～
３
日
）
が
予
定
さ
れ
、
会
員
の

団
参
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。ま
た
、

役
員
改
選
に
よ
り
、
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
前
深
田
理
事
長
に
代
わ
り
甲
田
正

規
新
理
事
長（
御
調
東
組
大
通
寺
門
徒
）

が
任
命
さ
れ
た
。

　

午
後
の
研
修
会
で
は
、
仏
事
の
イ
ロ

ハ
著
者
と
し
て
著
名
な
末
本
弘
然
師

（
大
阪
教
区
）
が
「
帰
る
と
こ
ろ
と
し

て
の
浄
土
」

と
題
し
て

研
修
を
行
っ

た
。
講
師
は

「
普
段
の
仏

事
を
通
し
て

味
わ
っ
て
い

く
べ
き
こ
と

は
、
仏
さ
ま

と
亡
き
人
と

私
の
関
係
性

に
触
れ
て
い

　

若
い
人
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か

　
【
仏
婦
】
４
月
13
日
、仏
婦
連
盟
（
宮

丸
こ
ず
え
委
員
長
）
で
は
総
会
並
び
に

幹
部
研
修
会
を
開
催
し
た
。
昨
年
よ
り

会
場
を
ア
ル
セ
（
福
山
市
沖
野
上
町
）

に
変
更
し
て
開
催
し
て
い
る
が
、
本
年

度
も
総
勢
３
３
５
名
と
多
く
の
会
員
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
第
60
回
中
四
国
地
区
仏
教

婦
人
会
大
会
の
報
告
・
決
算
、
事
業
報

告
、
計
画
、
予
決
算
等
の
審
議
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
質
疑
で
は
、
若
婦

人
の
育
成
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ

れ
、
改
め
て
若
い
方
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
か
が
今
後
の
検
討
事
項
と

さ
れ
た
。

　

午
後
の
研
修
で
は
、末
本
弘
然
師（
大

阪
教
区
）
が
「
南
無
の
こ
こ
ろ
で
ひ
と

つ
に
な
る
」と
題
し
て
研
修
を
行
っ
た
。

今
回
担
当
組
の
深
津
組
推
薦
に
よ
り
、

花
月
真
住
職
（
滋
賀
教
区
西
来
寺
）
が

研
修
を
行
い
、「
お
念
仏
の
う
た
ご
え

を
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
仏
教
讃
歌

の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、
法
話
を
交
え

な
が
ら
歌
唱
指
導
し
た
。
講
師
は
世
界

的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
歌
手
で

あ
る
と
と
も
に
、
お
寺
で
仏
教
讃
歌
を

広
め
る
「
オ
テ
ラ
歌
手
」
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
。

　▲花月真住職

研
究
所
研
究
員

（
三
次
組
東
光

坊
住
職
）
を
講

師
に
「
過
疎
問

題
に
つ
い
て
考

え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
研
修

を
行
っ
た
。
宗

勢
基
本
調
査
等

で
の
統
計
デ
ー
タ
や
実
際
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
の
講
義
は
、
備
後
教
区

内
寺
院
の
特
性
に
あ
っ
た
打
開
策
を
検

討
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
く
。

く
こ
と
。
普
遍
な
る
方
（
仏
）
に
よ
っ

て
亡
き
人
も
私
も
共
に
幸
せ
（
往
生
浄

土
）
を
願
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
て
い
く
こ
と
」
と
話
さ
れ
た
。

　

▶
新
役
員
挨
拶

News ＆ ＆News
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そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
交
わ
す

　
【
門
推
】６
月
15
日
、備
後
教
堂
に
て
、

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い
が
本
願
寺
備
後

教
堂
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
、『
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

―
自
他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
と
は

―
』
を
テ
ー
マ
に
、
宮
本
義
宣
連
研
中

央
講
師（
東
京
教
区
神
奈
川
組
高
願
寺
）

を
お
迎
え
し
た
。
宮

本
先
生
か
ら
問
題
提

起
を
行
っ
て
頂
い
た

後
、
参
加
者
26
名
は

各
班
別
に
分
か
れ
話

し
合
い
法
座
を
行
っ

た
。
話
し
合
い
法
座

で
は
、
参
加
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
が
活

発
に
交
わ
さ
れ
、
最

後
に
ま
と
め
の
講
義

を
宮
本
先
生
よ
り
頂

き
、
つ
ど
い
を
終
了

し
た
。

　

本
願
寺
と
ビ
ハ
ー
ラ
の
関
わ
り

　
【
ビ
ハ
ー
ラ
】
６
月
23
日
、
備
後
教

堂
に
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開

講
座
が
本
願
寺
備
後
教
堂
本
堂
に
て
開

催
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
の
公
開
講
座
に

は
、
野
村
康
治
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
推
進
委

員
（
大
阪
教
区
瑞
松
寺
住
職
・
本
願
寺

派
布
教
使
）
を
お
招
き
し
、「
本
願
寺

　

七
高
僧
を
通
し
真
宗
の
源
流
を
学
ぶ

　
【
布
教
団
】
６
月
20
日
、
布
教
団
で

は
総
会
並
び
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
規
約
改
正
に
つ
い
て
、「
布

教
使
規
程
の
一
部
を
変
更
す
る
宗
則
」

に
基
づ
き
「
布
教
使
輔
」
の
文
言
を
削

除
す
る
等
の
変
更
案
が
審
議
さ
れ
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
団
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
で
は
、
佐
々
木
義
英
司

教
（
滋
賀
教
区
福
田
寺
）
が
「
浄
土
真

宗
の
源
流
」
と
題
し
講
義
を
行
い
、
七

高
僧
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
用
し
て
解
説
さ
れ
た
。
イ
ン

ド
・
中
国
・
日
本
と
仏
教
が
広
ま
る
中
、

阿
弥
陀
仏
の
み
教
え
を
伝
え
ら
れ
た
高

事
予
定
・
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

研
修
会
に
は
、
鈴
木
和
男
先
生
（
広
島

保
護
観
察
所
福
山
駐
在
官
事
務
所　

上

席
保
護
観
察
官
）に
お
越
し
い
た
だ
き
、

10
名
の
参
加
者
に
対
し
て
「
再
犯
防
止

法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

僧
方
の
ご
苦

労
が
偲
ば
れ

る
と
と
も
に
、

改
め
て
浄
土

真
宗
の
流
れ

を
知
る
こ
と

が
で
き
、
実

り
多
い
研
修

で
あ
っ
た
。

翌
日
の
「
夏

期
布
教
大
会
」

は
、
参
拝
者
約
60
名
が
聴
聞
し
、
佐
々

木
義
英
本
講
師
と
布
教
団
員
か
ら
の
出

向
者
４
名
が
お
取
次
ぎ
を
行
っ
た
。
出

講
者
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

那
須
智
雄
（
沼
隈
西
組
大
東
坊
）

　

季
平
博
昭
（
御
調
東
組
法
光
寺
）

　

法
宗
正
勝
（
三
谿
組
明
玄
寺
）

　

北
山
祐
章
（
副
団
長　

沼
隈
南
組
光

　
　
　
　
　
　

源
寺
）

と
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

い
た
だ
い
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
先

生
の
お
話
を
伺
っ
て
本
願
寺
と
ビ
ハ
ー

ラ
活
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
初
め
て
知

る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
る
中
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
つ
い

て
参
加
者
22
名
は
学
び
を
深
め
た
。

　▲門徒推進員のつどい参加者

　▲佐々木義英司教

　▲野村康治ビハーラ活動推進委員

メールアドレス

h2012@bingo.gr.jp
ホームページアドレス

http:/bingo.gr.jp/
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３
年
に
一
度
の
全
国
布
教
使
大
会

　
【
布
教
団
】
７
月
10
日
、
11
日
と
本

願
寺
・
龍
谷
大
学
付
属
平
安
高
等
学
校

を
会
場
に
、
第
15
回
全
国
布
教
使
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。全
国
布
教
使
大
会
は
、

３
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
大
会
は
第
25
代
専
如
門
主
を
お
迎
え

し
て
の
初
め
て
の
大
会
と
な
っ
た
。

　

初
日
の
午
前
中
は
、
聞
法
会
館
１
階

の
総
会
所
に
て
記
念
布
教
大
会
が
開
催

さ
れ
、
３
名
が
出
講
し
た
。
午
後
か
ら

阿
弥
陀
堂
に
て
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。
開
会
式

で
専
如
ご
門
主
は
、
布

教
使
の
姿
勢
に
つ
い
て

厳
し
く
ご
教
示
く
だ

さ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
安
高

等
学
校
講
堂
に
移
動

し
、
丘
山
願
海
総
合
研

究
所
長
の
基
調
講
演
を

聴
講
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
満
井
秀
城
総
合

　

班
別
討
議
で
意
見
を
交
わ
す

　
【
仏
婦
】
７
月
14
日
、
本
願
寺
備
後

教
堂
に
て
仏
教
婦
人
会
連
盟
会
員
研
修

会
を
開
催
し
、
１
９
２
名
の
仏
婦
会
員

の
参
加
が
あ
っ
た
。
御
講
師
に
安
芸
教

区
佐
伯
東
組
延
命
寺
・
徳
永
道
隆
住
職

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
午
前
は
講
義
、

午
後
か
ら
は
10
班
に
分
か
れ
て
の
班
別

討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
全
体
会
に

て
班
別
発
表
、
最
後
に
講
師
よ
り
ま
と

め
の
講
義
を
い
た
だ
き
、
１
日
の
研
修

を
終
了
し
た
。
班
別
討
議
で
は
、
講

師
よ
り
配
布

さ
れ
た
資
料

（
事
例
）
を

テ
ー
マ
に
話

し
合
い
を
行

い
、
各
班
活

発
に
意
見
の

飛
び
交
う
意

義
あ
る
研
修

の
場
と
な
っ

た
。

研
究
所
副
所
長
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
阿

部
信
幾
布
教
使
課
程
専
任
講
師
、
若
林

唯
人
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
な
僧
侶
た
ち
代

表
、
井
出
悦
郎
一
般
社
団
法
人
お
寺
の

未
来
代
表
理
事
、
小
出
遥
子Tem

ple

主
宰
が
登
壇
さ
れ
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
て
専
如
ご
門
主
ご
臨
席
の

も
と
開
催
さ
れ
、
初
日
の
日
程
を
終
え

た
。

　

２
日
目
は
、
阿
弥
陀
堂
に
て
物
故
者

追
悼
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
、
御
影
堂
に

移
動
し
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
講

師
は
北
塔
光
昇
中
央
仏
教
学
院
長
・
本

願
寺
派
勧
学
。「
生
き
方
を
仏
法
に
照

ら
し
、
お
慈
悲
を
伝
え
る
」
と
い
う
講

　▲平安高等学校講堂

　

伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝

　
【
教
区
会
】
教
区
会
（
常
光
和
信
教

区
会
議
長
）
で
は
５
月
25
日
・
26
日
と

第
25
代
専
如
ご
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
に

団
体
参
拝
を
行
い
、11
名
が
参
加
し
た
。

行
程
初
日
は
、慶
讃
茶
席
に
足
を
運
び
、

飛
雲
閣
に
て
抹
茶
の
接
待
を
受
け
た
。

琴
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら
心
休
ま
る
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
後
、
法
要
に
参
拝
。

法
要
で
は
、
御
堂
に
て
正
信
偈
を
声
高

ら
か
に
拝
読
し
つ
つ
、
脈
々
と
法
の
灯

が
伝
わ
っ
て
い
く
尊
い
ご
縁
に
合
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

二
日
目
は
、
法
要
期
間
、
警
備
救
護
・

誘
導
整
理
本
部
長
の
山
下
義
円
宗
会
議

員
（
奥
組
淨
福
寺
住
職
）
に
面
会
し
、

宗
門
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
け

た
。
最
後
に
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
拝

観
し
た
後
、
２
日
間
の
行
程
を
無
事
終

了
し
た
。

題
で
話
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
ご
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
２

日
間
の
日
程
を
終
了
し
た
。
今
回
の
布

教
使
大
会
は
、
各
連
区
の
青
年
布
教
使

が
企
画
委
員
と
な
り
、
大
会
内
容
を
企

画
し
た
。

　▼御影堂にて北塔光昇和上の講演を聴講

▶
班
別
討
議
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備龍会備龍会

現在広報部で最も力を入れているのが、
当会ホームページの充実です。当会の活
動、当会員のコラム、備後教区のお寺、
イベントの紹介等々。若い方々にもお寺
や、お坊さん、浄土真宗のみ教えを身近
に感じて頂けるようなものにしていきた
いと考えています。“ 備龍会 ” で検索を。
今年度は他にも子ども会やお寺の法座で
活用できるような若手僧侶ならではの媒
体を模索しています。
備龍会公式ホームページ
　http://biryukai.net/

研修部の主な活動は、当会が主催する仏
教教養講座の開催、研修旅行の企画、施
設への奉仕布教、連続講座「やさしく学
ぶ浄土真宗」の開催等です。昨年度より
新しく試みています「やさしく学ぶ浄土
真宗」では、龍谷大学教授玉木興慈先生
をお招きし、やさしく浄土真宗の教義を
学ばせて頂く機会になっています。今年
度も引き続き連続講座の開催を考えてい
ますので、有縁の皆様お気軽にご参加下
さい。

体育局より、活動の幅を広げるために名
称が変更されました。野球部、フットサ
ル部の活動を通して、会員同志の親睦、
交流を図ることや、当会主催親善ソフト
ボール大会の企画、運営にあたります。
また今後は、当会内にとどまらず、教区
内、他教区との親睦、交流を図る内容を
企画していきます。
また、６月に山陰教区主催で開催されま
した、中四国ブロック寺族青年野球大会
において、当会野球部が 2 連覇を果たし
ました。また、フットサル部も新入部員
を迎えて精力的に活動しています。

会　

長

　

沼
隈
西
組
万
福
寺　

河
村　

祐
昭　

副
会
長
（
研
修
部
）

　

中
組
光
榮
寺　
　
　

佐
藤　

知
水　

副
会
長
（
広
報
部
）

　

三
次
組
西
覚
寺　
　

伊
川　

大
慶　

副
会
長
（
交
流
活
動
推
進
部
）

　

世
羅
組
了
安
寺　
　

阿
部　

司
苑　

事
務
局
長

　

沼
隈
西
組
正
圓
寺　

石
川　

知
全　

会　

計　

　

芦
田
組
明
浄
寺　
　

立
神　

寿
昭　

　
　
　
　

備
龍
会
会
長　

河
村
祐
昭　

　

６
月
よ
り
備
龍
会
は
新
体
制
と
な

り
、
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
沼
隈
西
組

万
福
寺
河
村
祐
昭
で
す
。

　

現
在
63
名
で
活
動
し
、
若
手
僧
侶
な

ら
で
は
の
視
点
で
、
企
画
・
行
事
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
随
時
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
45
歳
以
下
の

教
区
内
僧
侶
の
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
入
会
下
さ
い
。

　

ま
た
、
教
区
内
ご
寺
院
の
皆
様
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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 予報・インフォメーション第 22 回平和のつどい

 期 日   ８月２３日（水）
　　　　午後 1 時～４時
 会 場   三次㏄プラザ 3F プラザホール
 出 演　盈進中学高等学校
　　　　ヒューマンライツ部

「もう誰にも自分と同じ思いをさせてはならない」
　～私たちの東日本大震災、核廃絶署名活動、ハンセン病問題～

連研のための研究会

期　日　8 月 31 日（木）
　　　　午前 10 時 30 分～
会　場　備後教堂
講　師　加藤真悟連研研修講師
テーマ　「連研修了から継続・再開へ」

ヒューマンライツとは、
　人間が人間らしく生きる権利。
　　　　生まれながらに持つ権利！

伝灯奉告法要御満座のご消息披露

総局巡回並びに公聴会

期　日　9 月 20 日（水）
　　　　午後１時～
会　場　備後教堂
内　容　第 1 部　御消息披露式典
　　　　第 2 部　公聴会

特別布教大会

期　日　9 月 25 日（月）
会　場　世羅組　善行寺
　　　　朝席　９時 30 分
　　　　昼席　１時

僧侶研修会

期　日　2018（平成 30）年 2 月 20 日（火）
会　場　御調東組　照源寺
講　師　森田眞円勧学

同朋講座

期　日　9 月 15 日（金）
　　　　午後２時～４時 30 分
会　場　備後教堂
講　師　芹沢俊介　先生

青年布教大会

期　日　10 月 29 日（日）
会　場　神石組　泉正寺
　　　　昼席　１時

真宗講座

会　場　備後教堂
時　間　午後１時～４時
講　師　安方哲爾　先生
　　・第 16 回　9 月 6 日（水）
　　　　「六字釈義」
　　　～南無阿弥陀仏の意味～
　　・第 17 回　11 月 9 日（木）
　　　　「三往生義」
　　　～三種の往生の違いによって
　　　　知る真宗の救い～
　　・第 18 回　1 月 19 日（金）
　　　　「是報非化」
　　　～阿弥陀様とはどんな仏様～

門徒総代研修会

講　師　瀧渕良孝先生
　　　　安芸教区佐伯東組正覚寺住職

・期　日　10 月 26 日（木）
　会　場　御調西組　法泉寺

・期　日　１０月２７日（金）
　会　場　御調東組　照源寺　

環境・人権問題現地学習会

期　日　10 月 17 日（火）～ 18 日（水）
行き先　水俣
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教
区
行
事
報
告

４
月

４
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

６
日　

教
区
報
委
員
会

　
　
　

更
生
保
護
事
業
協
会
小
理
事
会

９
日　

仏
壮
総
会
・
研
修
会

11
日　

常
例
法
座

13
日　

仏
婦
総
会
・
研
修
会

18
日　

少
年
連
盟 

連
区
連
絡
協
議

　
　
　

会
（
備
後
担
当
）

21
日　

寺
婦
若
婦
研
修
会

24
日　

布
教
団
副
団
長
会
議

26
日　

少
年
役
員
会
、
子
ど
も
・
若

　
　
　

者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

27
日　

保
育
総
会

５
月　

１
日　

実
践
運
動
全
体
会
・
総
会

　
　
　

寺
院
振
興
対
策
委
員
会

８
日　

Ｆ
Ｍ
専
門
委
員
会

11
日　

常
例
法
座

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
備
後
教
区

教
務
所
・
本
願
寺
備
後
教
堂
に
ご
縁
を

頂
き
ま
し
た
、
後(

し)

谷(

だ
に)

唯(

た
だ)

明(

あ
き)

（
備
後
教
区

中
組
徳
善
寺
衆
徒
）
と
申
し
ま
す
。
前

任
地
は
、本
願
寺
帯
広
別
院
（
北
海
道
）

で
５
年
間
奉
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

教
務
所
は
初
め
て
の
ご
縁
で
あ
り
、
未

熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
ご
指
導
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
よ
り
備
後
教

区
教
務
所
に
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
、
佐
々
木
真
沙
美
と
申
し
ま
す
。

新
し
い
環
境
で
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
精
一
杯
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

 

人 
 

事

中
村
公
彦

　（
安
芸
教
区
安
芸
南
組
大
行
寺
）

　

今
般
、
人
事
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
小
樽

別
院
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
わ
ず
か

の
間
で
し
た
が
備
後
教
区
の
皆
様
の
お

か
げ
に
よ
り
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
々
木
真
沙
美

　（
備
後
教
区
鴨
川
北
組
照
専
寺
）

新
役
員
の
紹
介

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選
が
あ

り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

後
谷
唯
明

　（
備
後
教
区
中
組
徳
善
寺
）

【
保
育
連
盟
】

委 

員 

長

　

御
調
西
組　

善
教
寺　

小
島　

信
章

副
委
員
長　

　

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

幹　
　

事

　

深  

津 

組　

正
善
寺　

藤
井　

教
証

監　
　

査

　

鴨  

川 

組　

勝
願
寺　

足
利　

義
信

　

神  

石 

組　

正
善
寺　

熊
原　

得
也

【
仏
壮
連
盟
】

理 

事 

長

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

甲
田　

正
規

副
理
事
長

　

芦  

田 

組　

明
浄
寺　

平
井　

省
三

　

比  

婆 

組　

圓
光
寺　

渡
邉　

耕
三

　

三  

次 

組　

明
正
寺　

坂
田　

公
治

　

御
調
東
組　

光
林
寺　

元
廣　

清
志

監　
　

査

　

深  

津 

組　

正
福
寺　

皿
海　

眞
一

　

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

藤
原　

秀
勝

理　
　

事

　

神  

石 

組　

泉
正
寺　

佐
藤　

雅
俊

　

三  

谿 

組　

明
覺
寺　

平
岡　

誠

　

三  

谿 

組　

善
徳
寺　

山
森　

龍
成

　

比  

婆 

組　

徳
了
寺　

下
川　

博
之

　

三  

次 

組　

東
光
坊　

中
村　

龍
三

　

御
調
西
組　

法
泉
寺　

菜
原　

繁
一

　

世  

羅 

組　

光
源
坊　

中
村　

幸
雄
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12
日　

憲
法
問
題
に
関
す
る
研
究
会

16
日　

教
務
所
長
歓
送
迎
会

18
日　

寺
婦
役
員
会

22
日　

布
教
団
役
員
会

23
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

　
　
　

教
区
・
教
堂
会
計
監
査

25
日　

教
区
会
議
員
伝
灯
奉
告
法
要　

　
　
　

団
体
参
拝

26
日　

ビ
ハ
ー
ラ
役
員
会

30
日　

少
年
総
会

６
月

２
日　

事
業
検
討
委
員
会

　
　
　

広
報
伝
道
部
会

５
日　

同
朋
三
者
懇
話
会

６
日　

門
推
世
話
人
会

　
　
　

門
信
徒
部
会

７
日　

中
四
国
地
区 

寺
族
青
年
野　

　
　
　

球
大
会
（
山
陰
担
当
）

８
日　

寺
婦
総
会
・
研
修
会

11
日　

常
例
法
座

12
日　

布
教
団
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
会
議

13
日　

同
朋
社
会
部
会

　
　
　

更
生
保
護
事
業
協
会
理
事
会
・

　
　
　

総
会
・
研
修
会

14
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

15
日　

門
推
の
つ
ど
い

　
　
　

教
区
報
専
門
委
員
会

16
日　

少
年
役
員
会

20
日　

布
教
団
総
会
・
研
修
会

21
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

22
日　

仏
青
連
盟 

連
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
陰
担
当
）

　
　
　

矯
正
教
化
連
盟
広
島
管
区
支
部

　
　
　

総
会

23
日　

ビ
ハ
ー
ラ
総
会
・
公
開
講
座

24
日　

仏
壮
理
事
会

26
日　

少
年
連
盟
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
指

　
　
　

導
者
研
修
会

　
　
　
　
　
（
備
後
担
当
）
～
２
７
日

28
日　

広
報
伝
道
部
会

　
　
　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

29
日　

連
区
布
教
使
研
修
会　

連
絡
協

　
　
　

議
会
（
四
州
担
当
）　

～
30
日

７
月　

４
日　

保
育
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議

　
　
　

会　

～
５
日

５
日　

同
朋
社
会
部
会

　
　
　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

６
日　

第
４
連
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協

　
　
　

議
会　

～
７
日

９
日　

全
国
布
教
使
大
会
実
行
委
員
会

10
日　

全
国
布
教
使
大
会
（
本
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
日

11
日　

常
例
法
座

12
日　

第
４
連
区
所
長
・
議
長
・
組
長

　
　
　

代
表
会
議
（
四
州
）
～
13
日

教
区
行
事
予
定

14
日　

仏
婦
会
員
研
修
会

18
日　

組
長
会

20
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

26
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
地
下
見
）

27
日　

賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会
常
任

　
　
　

委
員
会

29
日　

ま
こ
と
の
保
育
全
国
大
会
（
本

　
　
　

願
寺
）
～
３
０
日

30
日　

仏
壮
夏
期
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
比
婆
組
西
楽
寺
）

８
月

11
日　

常
例
法
座

23
日　

第
22
回
平
和
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
（
三
次
市
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
）

25
日　

ビ
ハ
ー
ラ
学
習
会

30
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
実
践
学
習　
　

　
　
　
　
　
　
（
三
次
市
花
の
里
病
院
）

31
日　

連
研
の
た
め
の
研
究
会

９
月　

２
日　

仏
壮
全
国
大
会

４
日　

寺
婦
研
修
旅
行　

～
５
日

５
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

６
日　

第
16
回
真
宗
講
座

８
日　

前
期
勤
式
研
修
会

11
日　

常
例
法
座

15
日　

同
朋
講
座

19
日　

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
団
体
・
活
動
者
の

　
　
　

つ
ど
い
、
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
協
議
会

25
日　

特
別
布
教
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
羅
組
善
行
寺
）

28
日　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
（
備
後
担
当
）　

～
２
９
日

10
月　

４
日　

同
朋
三
者
懇
話
会（
広
島
別
院
）

　
　
　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
実
践
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
山
荘
）

６
日　

仏
婦
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会

11
日　

常
例
法
座

12
日　

お
つ
と
め
教
室
、
勤
式
練
習
会

23
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
講
社
講
員
研

　
　
　

修
会
（
庄
原
市
か
ん
ぽ
の
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
24
日　

26
日　

教
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
第
１

　
　
　

会
場
（
御
調
西
組
法
泉
寺
）

27
日　

教
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
第
２

　
　
　

会
場
（
御
調
東
組
照
源
寺
）

28
日　

第
４
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
運

　
　
　

動
研
修
会

　
　
　
　
　
（
山
口
教
区
）
～
２
９
日

29
日　

青
年
布
教
使
大
会
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敬　

弔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  [

敬
称
略]

御
調
東
組　

照
源
寺

　
　
　
　
　
　

久
本　

顕
真（
釋
顕
真
）

御
調
東
組　

善
行
寺

　
　
　
　
　
　

入
澤　

充
（
釋
充
心
）

世  

羅  

組　

善
仁
寺

　
　
　
　
　
　

原　

英
徳
（
釋
英
徳
）

　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
２
月
27
日
付
）

中　
　

組　

香
積
寺　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
大
輝
（
釋
大
輝
）

比  

婆  

組　

西
念
寺　

　
　
　
　
　
　

栗
原
清
香
（
釋
清
香
）

　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
３
月
15
日
付
）

インターネットでのラジオ視聴方法
■ http://fm777.co.jp/pc/index.html
■上記ホームページの左上「ウェブラジオ」をクリック
■画面切り替わって中央の「映像スタート」をクリック
※ラジオ放送時間をご確認ください。
※動画は固定カメラでの映像です、基本は音声放送です。

FM77.7MHz放送時間  
月曜…午後６:10 頃
木曜…午後６:10 頃

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　

   　
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
）

８
月　
「
浄
土
真
宗
で
よ
か
っ
た
」

　
　
　
　

枝
廣
慶
樹
（
深
津
組
崇
興
寺
）

９
月　
「
み
仏
に
い
だ
か
れ
て
」

　
　
　
　

竹
政
信
至
（
鴨
川
組
正
覚
寺
）

10
月　
「
阿
弥
陀
様
よ
り
賜
る
確
か
な
人
生
」

　
　
　
　

川
上
順
之
（
神
石
組
法
泉
寺
）

11
月　
「
今
、
こ
こ
で
の
救
い
」

　
　
　
　

  

三
條
義
見
（
鴨
川
北
組
円
福
寺
）

12
月　
「
今
を
生
き
る
さ
さ
え
」

　
　
　
　
　

真
澄
慎
一
（
世
羅
組
善
行
寺
）

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  [

敬
称
略]

比  

婆  

組　

浄
蓮
寺　

前
々
坊
守

　
　
　

法
蘓　

典
子　
（
４
月
13
日
寂
）

芦  

田  

組　

西
法
寺　

前
坊
守

　
　
　

亀
山　

幸
子　
（
４
月
22
日
寂
）

御
調
西　

組　

専
福
寺　

前
坊
守

　
　
　

龍
山　

栄　
　
（
４
月
24
日
寂
）

三  

次  

組　

眞
楽
寺　

前
坊
守

　
　
　

迫
田　

澄
江　
（
６
月
15
日
寂
）

　

先
日
、
坊
守
が
得
度
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ハ
ー
ド
な
研
修
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
味
わ
い
深
く
、
喜

ん
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
▲
さ
て
そ
ん

な
得
度
話
の
一
つ
に
、
得
度
で
何
が

一
番
つ
ら
か
っ
た
か
と
聞
か
れ
た

ら
、「
ス
マ
ホ
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

事
」
と
答
え
る
人
が
近
年
増
え
た
と

い
う
話
を
聞
い
た
。「
そ
ん
な
こ
と

く
ら
い
で
！
？
」「
昔
は
も
っ
と
大

変
だ
っ
た
」
と
、
つ
い
口
に
出
そ
う

に
な
り
ま
す
が
、
た
し
か
に
ス
マ
ホ

は
多
く
の
人
に
必
須
ア
イ
テ
ム
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
故
人
に
（
お
浄
土
に
）
携
帯
を
持

た
せ
と
け
ば
良
か
っ
た
」
と
、
半
ば

本
気
で
、
冗
談
を
言
う
人
が
い
る
の

も
、
現
代
な
ら
で
は
の
お
参
り
風
景

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▲
今
や
宗
門

に
お
い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｔ

Ｖ
な
ど
情
報
端
末
が
発
達
・
拡
大
し

て
き
ま
し
た
が
、

お
念
仏
と
同
様
に
、
単
に
道
具
に
頼

る
だ
け
で
は
な
く
、
中
身
の
詰
ま
っ

た
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
（
Ｋ
．
Ｆ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  [

敬
称
略]

鴨  

川  

組　

勝
願
寺

　
　

        　
　

足
利
亮
水
（
釋
亮
水
）

芦  

田  

組　

正
満
寺

　
　
　
　
　
　

俵　

春
耀
（
釋
春
耀
）

三  

次  

組　

光
西
寺　

　
　
　
　
　
　

長
田
和
憲
（
釋
和
憲
）

　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
３
月
27
日
付
）

会館休館日
下記の期間、教務所業務を休みます。

８月１２日（土）
　　～８月１６日（水）
※死亡届は組長さんを通して本山にお届けください。

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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▲オリジナルバッグの製作

　

少
年
教
化
活
動
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
、
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
者
研

修
会
が
、
備
後
教
区
引
き
受
け
で
開

催
さ
れ
た
。
72
名
が
参
加
し
、
２
日

間
に
わ
た
り
、
熱
心
に
研
修
を
受
け

た
。

　
【
少
年
連
盟
】
６
月
26
日
（
月
）
～

27
日
（
火
）
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年

連
盟
指
導
者
研
修
会
を
備
後
教
区
少
年

連
盟
（
脇
本
寿
真
委
員
長
）
引
き
受
け

に
て
開
催
し
た
。

　

会
場
ア
ル
セ
に
は
中
四
国
地
区
よ
り

総
勢
72
名
が
集
ま
り
、
１
日
目
は
「
ふ

れ
あ
い
囲
碁
」
の
普
及
に

努
め
ら
れ
て
い
る
囲
碁
棋

士
９
段
、
安
田
泰
敏
先
生

を
お
招
き
し
て
の
研
修
、

２
日
目
は
地
元
福
山
市
の

染
色
加
工
・
染
料
会
社　

シ
ン
コ
ー
株
式
会
社
の
ス

タ
ッ
フ
指
導
の
も
と
、
一

度
乾
い
た
ら
洗
濯
し
て
も

落
ち
な
い
特
殊
な
染
料
を

使
っ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。

　

布
教
団
に
て
進
め
て
お
り
ま
す
、
読
ん

で
聞
く
法
話
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
「
法
事
に

集
う
」
を
製
作
、
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
法
事
を
勤
め
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
製
作

し
ま
し
た
。

　

頒
布
価
格
は
１
部
５
円
（
２
０
０
部
か

ら
の
注
文
で
す
）

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

読んで聞く法話

シリーズ③ 布教団

▲脇本寿真委員長挨拶 ▲講師の安田泰敏九段

▲１分で自分の夢を語る

▲囲碁の指導を受ける

▲対戦相手を見つけて多くの
人と囲碁を打つ

●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

         〒
720-0052　福

山
市

東
町

2‐
4‐

5　
●

発
行

人
     　

教
務

所
長

　
菅

原
順

昭
　

　
　

●
編

集
　

教
区

報
専

門
委

員
会

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
教
区
報
専
門
委
員

会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

 　
　

℡ (

０
８
４)

９
２
４ -

５
７
５
９
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